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我々はこれまでに、放射線測定スペクトルが複数の核種スペクトルの線形和で表せるという第 1 原理を用い

たスペクトル定量法（SDM 法）[1]を開発し、その有効性を実証した。今回、Geant4 による放射線シミュレー

ション計算とコンボリューション法を組み合わせ、この SDM 法に用いる液体シンチレーションカウンタ

（LSC）における標準スペクトルを作成する方法を開発したので、その結果を報告する。 
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1. 緒言 

 SDM 法の解析には基準となる単核種の標準スペクトルが必要となるが、標準線源が整備されていない核種

もあり、全ての核種について実測から標準スペクトルを得ることは困難である。そこで、実測が困難な核種

の標準スペクトルを得るため、放射線シミュレーション計算とコンボリューション法を組み合わせ、SDM 法

に用いる LSC 標準スペクトルを作成する方法を開発した。 

 

2. 方法 

 まず、LSC で複数の核種について標準線源の測定を実施し、得られた測定スペクトルに対してクエンチン

グレベルを指標にそれぞれゲイン変換を行った。なお、LSC測定は Perkin Elmer 社製 Tri-Carb 3110TR 型 LSC 

装置を用いた。次に、放射線シミュレーション計算により求めた測定バイアル中での Energy Deposit スペク

トルを畳み込み積分することで、LSC から得られた測定スペクトルを再現する関数（コンボリューションフ

ァンクション）を求めた。 

 

3. 結果と考察 

 標準線源の LSC 測定スペクトル、シミュレーションによるスペクトル及びコンボリューション法で処理し

たスペクトルを比較したものを図 1 に示す。今回、開発した手法により実測スペクトルを概ね再現できるこ

とを確認した。これにより実測が困難な核種（24 核種）の LSC標準スペクトルを得ることができ、標準線源

の実測 16 核種と合わせて 40 核種の LSC標準スペクトルデータベースを作成した。 
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図 1 LSC 測定スペクトル、Energy Deposit スペクトル及びコンボリューション法の比較 
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